
神経教育学的アプローチで
障害のある子どもの内面世界を探る
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⾏動画像計測解析室には，さまざまな
⽣体機能情報を計測する機器が整備さ
れています

神経教育学的アプローチによる研究成果
の⼀部を，以下の書籍でわかりやすく紹
介しています

「シリーズ⼼理学
と仕事 ２巻 神
経・⽣理⼼理学」
（北⼤路書房）

書字をしている際の脳の活動を計測し
ている様⼦。NIRS（近⾚外線分光法）
という光技術を使って脳活動を計測す
ることができます。

今後の展開
⽣体機能情報を計測するには専⽤の機器が必要です。しかし，現在では，脈拍のよう

にウェアラブル端末で計測可能なものがあり，計測機器の⼩型化・低価格化が進んでい
ます。したがって，今後は⽣体機能情報の取得が，より容易になることが期待されます。
⾏動による評価では難しい⼦どもに対して，⽣体機能情報を活⽤して実態を把握しよう
とする試みは，今後ますます重要になるといえるでしょう。
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